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年
に
１
回
、

清
掃
と
法
定
検
査
が

必
要
で
す
。

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

飲
用
水
の
多
く
は
、
水
道
水
を

い
っ
た
ん
受
水
槽
に
た
め
て
か

ら
給
水
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
給
水
方
式

の
う
ち
有
効
容
量
が
10
㎥
を
超

え
る
受
水
槽
を
簡
易
専
用
水
道

と
い
い
、
年
に
１
回
、
法
定
検

査
を
受
け
る
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
給
水
施
設
が
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
、
水

に
異
常
を
き
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
大
切
な
飲
用
水
を
衛
生

的
に
保
つ
た
め
に
、
受
水
槽
を

設
置
し
て
い
る
管
理
者
は
、
次

の
よ
う
な
維
持
管
理
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

日
常
的
検
査

　

給
水
栓
で
の
水
の
色
、
濁

り
、
に
お
い
、
味
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

定
期
的
検
査

　

受
水
槽
や
高
置
水
槽
の
清
掃

を
、
年
に
１
回
、
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

法
定
検
査

　

年
に
１
回
、
厚
生
労
働
大
臣

の
登
録
を
受
け
た
検
査
機
関
に

よ
る
法
定
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

法
定
検
査
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
速
や
か
に
検
査
を
受

け
、
飲
用
水
の
衛
生
確
保
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
な
ど

　

区
内
で
、
受
水
槽
を
設
置
又

は
撤
去
す
る
と
き
、
設
置
者
な

ど
を
変
更
し
た
と
き
は
衛
生
課

ま
で
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出

用
紙
は
、
衛
生
課
窓
口
や
京
都

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
京
都
市
情

報
館
」
の
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の
生
活
衛
生
関
係
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
入
手

で
き
ま
す
。
法
定
検
査
機
関
に

つ
い
て
は
、
衛
生
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
衛
生
課
（
☎
432
・
３
２
２

１
） 

　

上
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
の

た
め
、
区
社
協
賛
助
会
員
の
加

入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
賛
助
会

費
は
、
約
75
％
を
各
学
区
の
福

祉
活
動
に
、
約
25
％
を
上
京
区

社
協
の
福
祉
事
業
の
財
源
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
区
で
は
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
配
食
」、

「
会
食
会
」
な
ど
の
見
守
り
活

動
、
乳
幼
児
と
そ
の
親
を
対
象

と
す
る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」、

障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
含

め
た
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
世

代
間
交
流
事
業
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
社
協
で
は
、
外
出

時
に
車
い
す
の
利
用
が
欠
か
せ

な
い
方
な
ど
を
病
院
な
ど
に
送

り
迎
え
す
る
「
福
祉
送
迎
サ
ー

ビ
ス
」（
賛
助
会
員
の
方
以
外

の
上
京
区
民
も
対
象
）
や
、
学

区
及
び
区
社
協
の
取
組
な
ど
を

紹
介
す
る
広
報
紙
「
上
京
区
社

協
だ
よ
り
」
の
発
行
費
用
な
ど

に
充
て
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ご
協
力
い
た
だ
く
賛

助
会
費
は
、
平
成
25
年
度
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
ご
理
解
を
賜
り
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

会
費
（
年
間･

一
口
）

　
　
　

個
人　

500
円

　
　
　

団
体　

５
千
円

募
集
方
法　

学
区
ご
と
に
町
内

会
を
通
じ
て
募
集
。
区
社
協
で

も
直
接
お
預
か
り
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
25
年
２
月
28

日
（
木
）
ま
で

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
）

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３
名
の

方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想
等
（
感
想
は
紙

面
で
掲
載
の
場
合
あ
り
）
を
ご
記
入
の

う
え
、
〒
602
―
８
５
１
１　

上
京
区
役

所
「
か
み
ぎ
ょ
う
」
係
ま
で
。
締
切
り

は
11
月
30
日
（
消
印
有
効
）。

　

前
回
の
正
解
は

平
安
宮
主
水
司
の
碑
で
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

丸
太
町
通
智
恵
光
院
西
入
南

側
に
こ
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
南
に
は
京
都
市
上
下
水
道

局
の
丸
太
町
営
業
所
が
あ
り
ま

す
。
主
水
司
は「
も
ひ
と
り
の
つ

か
さ
」そ
れ
が
訛
っ
て「
も
ん
ど

の
つ
か
さ
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
位
置
は
天

皇
の
住
居
で
あ
る
内
裏
南
東
に

あ
た
り
、
宮
内
省
管
轄
の
役
所

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
主
水

司
は
内
裏
の
飲
料
水
や
氷
を
担

当
す
る
役
所
で
し
た
。（
い
）

　

平
成
８
年
２
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
こ
こ
は
ど
こ
？
」
は
、
今

月
号
で
200
回
を
数
え
ま
す
。
200

回
を
記
念
し
、
16
年
に
わ
た
り

連
載
い
た
だ
い
た
出
雲
路
敬
直

さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

200
回
に
到
達
し
た
感
想
は
？

　
「
こ
こ
は
ど
こ
？
」
の
問
題
を

作
っ
て
い
て
、
や
は
り
上
京
に
は

お
も
し
ろ
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
な
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
ま

ち
を
歩
い
て
い
る
と
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
に
思
わ
ぬ
も
の
が
見
つ
か
り
ま

す
ね
。
宝
探
し
み
た
い
で
す
。

上
京
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
は
？

　

一
つ
は
、
西
陣
一
帯
の
お
寺

で
す
。
一
つ
一
つ
の
お
寺
が
近

く
、
お
寺
巡
り
が
で
き
ま
す
。

ど
こ
の
お
寺
も
見
て
い
た
だ
く

価
値
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
と
、

京
都
御
苑
で
す
。
歴
史
的
な
遺

跡
が
多
く
あ
り
ま
す
し
、
何
と

言
っ
て
も
都
会
の
真
ん
中
に
あ

れ
だ
け
の
自
然
が
残
っ
て
い
る

の
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

最
後
に
読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

答
え
と
な
っ
た
場
所
を
ぜ
ひ

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
す
る

と
場
所
と
同
時
に
周
辺
の
こ
と

も
わ
か
り
ま
す
。「
こ
こ
は
ど

こ
？
」
が
上
京
の
ま
ち
を
知
っ

て
い
た
だ
く
手
助
け
に
な
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

　上京区では、区民ぐるみで、花と緑にあふれた潤いのある
まちづくりを推進するとともに、地域コミュニティの活性化
を図るために「花いっぱい運動」を推進しています。この度、
今年度に取り組みを支援（補助金の交付等）する団体を募集
します。詳しくはお問い合わせください。
対象　花いっぱい運動の趣旨に賛同して継続的に取り組む
意欲のある区内の地域団体（学区自治連合会、各種団体、
商店街など）
申込方法　団体の代表者の氏名・住所・連絡先（電話番号・
FAX番号）を明記のうえ、はがきかFAXでお申し込みください。
申込期間　11月16日（金）～12月28日（金）
※申込団体が多数の場合、取組内容等を確認して決定します。
申込先　〒602-8511（住所不要）上京区役所地域力推進室
（企画）「花いっぱい運動」担当
問＝地域力推進室（企画担当）（☎441-5029、FAX432-0566）

　

年
末
が
近
づ
き
家
の
大
型
ご

み
を
処
分
し
よ
う
と
お
考
え
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
で
の
大
型
ご
み
の
処
分
方

法
は
大
型
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
・
100
・
530
）
に
電

話
し
て
家
の
近
く
で
収
集
し
て
も

ら
う
方
法
と
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
持
ち
込
む
方
法
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。
詳
し
く
は
上
京
エ
コ
ま
ち
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
＝
上
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
366
・
０
７
７
６
、
校
舎
棟

㉒
番
窓
口
）

エ
コ
ま
ち

エ
コ
ま
ち

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

だ
よ
り

だ
よ
り

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
に
政
治
や
文
化
、
社
会
情
勢

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
で
す
。

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日
（
金
）
午
後
２

時
〜
４
時

場
所　

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川　

２
階

「
ひ
え
い
」（
東
堀
川
通
下
長
者
町

下
る
東
側
）

テ
ー
マ　

防
災
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り

講
師　

後
藤
至
功
氏
（
佛
教
大
学

福
祉
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
講
師
）

定
員　

90
名
（
先
着
順
）

申
込
み　

上
京
区
選
挙
管
理
委
員

　

自
治
記
念
日
に
当
た
る
10
月
15

日
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
自
治
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
市
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
に
対
し
、
門
川
市
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
京
区
で
表
彰
状
を
受
け
ら
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

〔
永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員
表
彰
〕

大
川
眞　

山
口
十
郎

〔
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進

表
彰
〕

◇
い
の
ち

浅
田
忠
雄
、
井
上
淳
、
岩
谷
礼

子
、
鵜
殿
忠
秋
、
片
岡
辰
弘
、
菅

原
隆
弘
、
髙
橋
治
一
、
瀧
川
加
代

子
、
谷
義
雄
、
藤
𠩤
芳
子
、
棟
森

幸
子
、
森
田
光
子
、
吉
田
弘
子
、

西
陣
年
功
会

◇
環
境

大
岩
千
鶴
子
、
門
間
脩
、
小
林
昭

朗
、
下
村
陽
一
、
谷
口
進
、
京
都

上
京
ハ
ウ
ス
自
治
会
、
滋
野
ご
み

　

本
市
で
は
、
昨
年
約
３
千
300

人
、
今
年
の
上
半
期
に
約
１
千
500

人
の
方
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
を

利
用
さ
れ
、
上
京
保
健
セ
ン
タ
ー

で
も
昨
年
190
人
の
方
が
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

検
査
相
談
は
、
無
料
・
匿
名
で

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

上
京
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

（
エ
イ
ズ
）
検
査
相
談
日
（
予
約

不
要
）

日
時　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

※
結
果
は
２
週
間
後
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

＊
性
感
染
症
検
査
も
同
時
実
施

　

本
市
で
は
、
疾
病
、
不
測
の
事

故
な
ど
の
た
め
、
一
時
的
に
年
越

し
の
生
活
が
困
難
な
世
帯
に
対
し

て
生
活
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
に
歳
末

特
別
生
活
資
金
の
貸
付
け
を
行
い

ま
す
。

相
談
日
時　

12
月
10
日
（
月
）
〜

14
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
〜
３
時

貸
付
日　

12
月
26
日
（
水
）

実
施
場
所　

校
舎
棟
２
階　

第
４

会
議
室

貸
付
内
容　

世
帯
員
１
人
３
万
円

を
目
安
に
１
世
帯
15
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
担
保
・
保
証
人
は
不

要
で
無
利
子
。
２
年
以
内
に
原
則

均
等
月
賦
で
返
済
（
１
か
月
以
上

３
か
月
以
内
の
据
置
期
間
含
む
）。

※
ボ
ー
ナ
ス
等
の
臨
時
収
入
が
あ

る
か
他
の
共
済
制
度
に
よ
り
貸
付

け
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
、
生
活
保

　

医
療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
一

部
負
担
金
が
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
た

額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
「
高
額
療

養
費
支
給
申
請
に
つ
い
て
（
お
知

ら
せ
）」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
に
際
し
て
は
、
申
請
が
初

回
の
み
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
を
受
け
た
方
は
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
「
高
額
療

養
費
支
給
申
請
に
つ
い
て
（
お
知

ら
せ
）」、
保
険
証
、
印
か
ん
、
預

（
貯
）
金
通
帳
、
委
任
状
（
代
理

人
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
）

問
＝
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年

金
担
当
（
☎
441
・
５
１
３
８
、
プ

レ
ハ
ブ
棟
１
階
⑤
番
窓
口
）

護
受
給
中
の
世
帯
、
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
支
援
給
付
を
受

け
て
い
る
世
帯
、
以
前
の
夏
季
又

は
歳
末
貸
付
の
償
還
が
完
了
し
て

い
な
い
世
帯
（
相
談
の
時
点
で
償

還
率
が
80
％
以
上
で
、
貸
付
日
ま

で
に
未
償
還
額
の
全
額
返
済
を
誓

約
し
た
上
で
履
行
し
た
世
帯
を
除

く
）、
償
還
能
力
に
欠
け
る
と
認

め
ら
れ
る
世
帯
は
貸
し
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　

健
康
保

険
証
（
世
帯
員
全
員
分
）
な
ど
の

住
所
と
家
族
構
成
を
証
明
で
き
る

も
の
と
印
か
ん

問
＝
福
祉
介
護
課
福
祉
担
当
（
☎

441
・
５
１
０
３
、
プ
レ
ハ
ブ
棟
２

階
⑯
番
窓
口
）

固
定
資
産
税
の
非
課
税

に
係
る
申
告

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

を
課
税
の
対
象
と
し
、
そ
の
所
有

者
の
方
に
対
し
て
毎
年
課
税
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
公
共
の
用
に
供
し
て
い
る

道
路
等
は
、
非
課
税
と
な
り
ま

す
。
道
路
や
道
路
を
含
む
土
地
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
非
課
税

申
告
書
を
資
産
の
所
在
す
る
区
役

所
・
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
要
件

・
土
地
の
全
体
又
は
一
部
が
道
路

　先日、自宅に市税の納付催告書が届き、納
付がなく、何の連絡もない場合は「財産等
を調査し、滞納処分をする」と書かれてい

ました。「滞納処分」とはどういった処分でしょうか。

　法律では、「督促状を発した日から起算し
て10日を経過した日までに完納しないと
き」は、「財産を差し押さえなければなら

ない」と定められています。
　本市では、納税者に自主的に納税していただくた
めに、催告書の送付など早期の納税を促しています
が、それでもなお納税されないときは、納税の公平
性と税収の確保のため、財産（給与、預貯金、生命
保険、不動産など）を差し押さえることとなります。
　さらに、その差し押さえた財産を取り立てたり、
公売したりして滞納市税に充てることとなります。
　こうした差押え、公売、市税への充当といった
一連の手続が滞納処分です。
　皆さんに納めていただく市税は、本市の貴重な
自主財源として、市民生活に密着した様々な仕事
に使われていますので、市税の納期内納付にぜひ
ご協力ください。
　なお、事情があって納期までに納められない方
は、分割納付などの納税相談を行っていますので、
できるだけ早く納税課へお越しください。
問＝納税課（☎441-5096、プレハブ棟２階⑬番窓口）

Ｑ

Ａ

税金のおはなしQ＆A
市税を納期までに納めなかった場合の滞納処分とは？

新
し
い
保
険
証
は
届
き
ま
し
た
か

　

現
在
、
新
し
い
保
険
証
（
一
人

一
枚
の
カ
ー
ド
）
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
保
険
証
配
達
時
に
ご
不
在

で
あ
っ
た
場
合
は
、
郵
便
局
の
保

管
期
間
内
に
再
配
達
を
依
頼
さ
れ

る
か
又
は
郵
便
局
窓
口
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
郵
便
局
の
保
管

期
間
を
経
過
し
た
場
合
は
、
保
険

年
金
課
の
窓
口
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
古
い
保
険
証
（
う
す
緑

色
）
は
、
12
月
１
日
か
ら
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
12
月
１
日
以
降
に
新

し
い
保
険
証
を
提
示
せ
ず
に
受
診

し
た
場
合
は
、
い
っ
た
ん
医
療
機

関
等
の
窓
口
で
医
療
費
の
全
額
を

お
支
払
い
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

平
成
24
年
分
の
年
末
調
整
の
方

法
や
、
平
成
24
年
中
に
支
払
わ
れ

た
給
与
に
か
か
る
給
与
支
払
報
告

書
（
源
泉
徴
収
票
）
な
ど
の
住
民

税
や
所
得
税
の
法
定
調
書
の
作
成

と
提
出
方
法
に
つ
い
て
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
（
月
）
午
前
10

平
成
平
成
2424
年　

自
治
記
念
式
典
を
開
催

年　

自
治
記
念
式
典
を
開
催

毎
年
毎
年
1212
月
１
日

月
１
日
はは

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

後
期
高
齢
者
医
療
の

高
額
療
養
費
の
申
請

を
お
忘
れ
な
く
！

昼
間
里
親　

昼
間
里
親　

登
録
者
募
集

登
録
者
募
集

歳
末
特
別
生
活
相
談
及
び

歳
末
特
別
生
活
相
談
及
び

特
別
生
活
資
金
貸
付

特
別
生
活
資
金
貸
付

平
成
24
年
分
年
末
調
整

 （
給
与
支
払
報
告
書
等
作
成
）
説
明
会

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

ヒント　
この神事は飛鳥井家と関
わりがあります。

ここは
　どこ？

第200回

減
量
推
進
会
議
、
成
逸
ご
み
減
量

推
進
会
議
、
待
賢
ご
み
減
量
推
進

会
議
、
室
町
保
健
協
議
会

◇
知
恵

チ
ー
ム
「
の
り
も
の
」

◇
ひ
と

麻
植
誠
司
、
川
勝
貴
美
代
、
川
島

治
、
口
𦚰
治
、
庄
村
正
男
、
住
山

元
子
、
大
東
敦
子
、
谷
口
庸
子
、

津
久
井
美
輪
、
遠
山
正
一
、
中
居

静
子
、
中
村
三
之
助
、
西
本
三
貴

代
、
平
井
さ
ゆ
り
、
古
川
茂
雄
、

松
本
庄
治
、
宮
田
久
美
、
八
木
洋

子
、
湯
川
乃

子
、
余
語
暁
子
、

余
田
和
子
、
有
限
会
社
ア
ポ
ロ
ン

書
房
、
上
京
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
、

翔
鸞
体
育
振
興
会
、
株
式
会
社

テ
ィ
ー
・
エ
ス
・
ケ
ー
、
ホ
テ
ル

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
、
郵
便
事

業
株
式
会
社
西
陣
支
店

〔
他
区
等
の
推
薦
に
よ
る
篤
志
者

表
彰･

特
別
表
彰
〕

５
名
36
団
体

Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査
（
要
予
約
）

①
休
日
（
土
曜
日
）
検
査

　

 

日
時　

毎
月
第
１
・
３
土
曜

日
午
後
４
時
〜
６
時

　

会
場　

㈶
京
都
工
場
保
健
会

　

 

予
約　

㈶
京
都
工
場
保
健
会 

（
☎
０
１
２
０
・
636
・
040
、平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

②
夜
間
検
査

　

 

日
時　

毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

　

会
場　

下
京
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

予
約　

市
保
健
医
療
課
（
☎

222
・
４
４
２
１
、
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保

健
・
医
療
担
当
（
☎
432
・
３
２
２

１
）

　

昼
間
里
親
制
度
は
、
保
護
者
の

就
労
や
病
気
な
ど
に
よ
り
、
昼
間

に
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
３
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
を
、
個
人
の
自
宅

等
の
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
保

育
す
る
制
度
で
す
。

　

担
い
手
で
あ
る
昼
間
里
親
に
登

録
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
50
歳
未
満
の

保
育
士
（
有
資
格
者
）、
実
務
経

験
が
３
年
以
上
の
方

※
そ
の
他
要
件
有

募
集
期
間　

随
時

募
集
地
域　

全
区
（
特
に
上
京

区
、
左
京
区
、
右
京
区
）

募
集
人
員　

若
干
名

問
＝
市
保
育
課
（
☎
251
・
２
３
９

０
）

構
造
物
等
（
側
溝
等
）
に
よ
り
明

確
と
な
っ
て
い
る
幅
員
１
・
５
ｍ

以
上
の
道
路

・
道
路
利
用
に
関
し
何
の
制
約
も

設
け
ず
、
現
に
一
般
交
通
の
用
に

供
し
て
い
る
場
合

・
道
路
の
両
端
が
非
課
税
の
道
路

に
接
し
て
い
る
場
合
、
又
は
一
端

の
み
が
非
課
税
の
道
路
に
接
し
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
当
該
道
路

に
接
す
る
家
屋
が
２
軒
以
上
存
在

す
る
場
合

問
＝
固
定
資
産
税
課
土
地
担
当

（
☎
441
・
５
０
９
２
、
プ
レ
ハ
ブ

棟
２
階
⑭
番
窓
口
）

問
＝
保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
☎

441
・
５
１
３
０
、
プ
レ
ハ
ブ
棟
１

階
⑦
番
窓
口
）

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
ま
せ
ん
か

　

災
害
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が

な
く
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
有
効
期
限
を
短
縮
し
た
保
険

証
や
い
っ
た
ん
医
療
費
の
全
額
を

お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る

資
格
証
明
書
へ
の
変
更
、
財
産
の

差
押
え
を
行
い
ま
す
。
保
険
料
の

滞
納
が
あ
る
場
合
は
至
急
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
に
困
難
な
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
保
険
年
金

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
徴
収
推
進
担
当

（
☎
441
・
５
１
３
７
、
プ
レ
ハ
ブ

棟
１
階
⑥
番
窓
口
）

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

会
場　

市
北
文
化
会
館
（
キ
タ
オ

オ
ジ
タ
ウ
ン
内　

地
下
鉄
北
大
路

駅
１
番
出
口
前
）

問
＝
上
京
税
務
署
（
☎
441
・
９
１

７
１
）、
市
法
人
税
務
課
特
別
徴

収
担
当
（
☎
213
・
５
２
４
６
）

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

日
時　

12
月
11
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

 

地
域
力
推
進
室
（
広
聴
担
当
）

（
校
舎
棟
１
階
㉓
番
窓
口
）

問
＝
京
都
行
政
評
価
事
務
所
（
☎
211
・
１
１
０
０
）

会
又
は
各
学
区
地
域
女
性
会
会
長

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
＝
上
京
区
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
441
・
５
０
２
９
）

区
社
協
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

区
社
協
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

上
京
区

上
京
区

政
治
・
文
化

政
治
・
文
化

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

「上京区花いっぱい運動」「上京区花いっぱい運動」へのへの
参加団体参加団体をを募集します！募集します！

出雲路敬直さん（77）
下御霊神社の宮司、
上京区文化振興会副会長

ここ
　記

念
記
念


